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（巻頭言） 

理事長交代のご挨拶と平成２３年度の基本方針 
近畿産業技術クラスター協同組合 

理事長  富永 安治 
 
関係の皆さんには大変お世話になり、誠に有り難うございます。 
東日本大震災が発生し、同時に福島原発の事故が起き、大変な事態になっています。

とにかく原子炉内の放射能を遮断しなければ何もできないわけで、ここは現場に集まる

内外の専門家の英知と行動にすべてを任せるしかありません。 震災で犠牲になられた

皆様には心からお悔やみ申し上げると同時に、避難をされている皆様には、心からお見

舞い申し上げるとともに、一日も早い復興をお祈りいたします。 
さて、この度、寺山理事長が健康上の理由で、第６期通常総会を最後に、理事長を退

任されることになり、平成 23年度は、私、富永が理事長に選任され、就任いたしまし
たので、略儀ながら、一言ご挨拶申し上げます。 
近畿産業技術クラスター協同組合（ＫＳＴＣ）は、組合理念に沿って、中小・ベンチ

ャー企業を元気にし、『地域社会の発展に貢献したい』をモットーに、平成２２年度は

(独)中小企業基盤整備機構（中小機構）の「川上・川下ネットワーク構築事業」、吹田
市の「ふるさと雇用再生基金事業（ビジネスコーディネート事業）」、(財)わかやま産業
振興財団の「わかやま ものづくり支援アドバイザー事業」等の事業に組合員全員で取
り組んで参りました。 
次に、平成 23年度の基本方針は、前年度と同じ方針にしました。 
１．改革と革新  ２．業容の拡大  ３．公的機関との協調 

この度の大震災で、日本の中小企業の打撃は大きく、世界の自動車産業に与える影響

は３０％ダウンになるといわれています。大震災及び福島原発の事故は、世界のあらゆ

る産業界に大きな課題を提供しました。 
この中にあって、我々ＫＳＴＣは、中小企業を取り巻く産業界の流れをよく認識して、

方針を立て、中小企業を支援しなければ、その効果を発揮できません。 
本年度も、昨年度と同様に、成長が見込まれる下記の３分野を中心に取組みを進めて

いきたいと思います。 
① 航空機産業参入支援事業    ② 環境・エネルギー産業参入支援事業 
③ 健康・介護産業参入支援事業 

誠に微力ではございますが、近畿経済産業局、中小機構、中央会、大阪商工会議所、

わかやま産業振興財団ほか、関係各位の皆様方のご支援とご協力をいただきながら中

小・ベンチャー企業を元気にする組合として、更なる努力をして参ります。 
寺山浩三前理事長同様、格別のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 
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平成２２年度（第６期）事 業 報 告 
平成２２年 １月 １日 ～ 平成２２年１２月３１日 

 
本年度は、大阪府中小企業団体中央会のおよそ１０００組合の中から優良組合（２０

組合）に選ばれ、第５２回中小企業団体大阪大会に於いて、岡本会長から表彰された。 
 近畿産業技術クラスター協同組合として、積極的に取り組んだ事業としては、新規事

業として、ⓐ（独）中小企業基盤整備機構（中小機構）の「平成２２年度川上・川下ネ

ットワーク構築事業」、継続事業として、ⓑ吹田市の「ふるさと雇用再生基金事業（ビ

ジネスコーディネーター派遣事業）」、ⓒ（財）わかやま産業振興財団の「わかやま も
のづくり支援アドバイザー事業」等の事業である 
 

１．事業年度における主要な事業内容・当該 
事業年度における事業の経過及びその成

果 
（ⅰ）事業内容と経過の概要   
ⓐ「平成２２年度川上・川下ネットワーク 
構築事業」 

  中小機構が平成１８年から推進をしてい 
る事業で、今年初めて公募をして、受託 
した。 
事業内容は、航空機産業、環境・エネル 
ギー産業、健康・介護産業に於ける「川 
上・川下ネットワーク構築事業」で、近 
畿経済産業局が主宰する「関西国際航空 
機市場参入支援事業」そして現在の時流 
である「地球温暖化対策」、「国民の健康・ 
介護問題」に呼応して、航空機産業、環 
境・エネルギー産業、健康・介護産業の 
３分野の参入を希望する川上企業（中小 
企業）と川上企業（大企業）とが、商談 
会・交流会及び部会・研究会等を実施し 
て、川上・川下ネットワークを構築し、 
マッチングに結び付けるものである。 
 
ⓑ「ふるさと雇用再生基金事業（ビジネス 
コーディネーター派遣事業）」 

 吹田市の委託事業で、事業内容としては 
吹田市から高い評価を得ており、今年は 
従業員の活動拠点を江坂に移し、積極的な 
企業情報収集活動を行って、吹田市在籍の 
企業の経営課題等の取り組みを行なった。 
 吹田市産業労働にぎわい部・吹田商工会 
議所主催の勉強会を開催し、㋑「プリンテ 
ッド・エレクトロニクス」（8/25）、「スマー 
トグリッド（省エネ）」（9/17）、「産業ロボ 
ットから介護ロボットへ～現状と課題～」 
（10/19）のテーマで３回の勉強会を行った。 
これが、事業の創造や製造に反映して、吹 
田市の産業振興の一助となれば幸いである。 
 
ⓒ（財）わかやま産業振興財団の「わかやま 

 ものづくり支援アドバイザー事業」等、 
今年度も（財）わかやま産業振興財団から 
「ものづくり支援アドバイザー事業」の依 
頼がり、これを受託（今年で５年の実績） 
して、中小企業の経営支援を行った。 
これらの企業に対する企業コンサルティン 
グ活動を通じて、他の支援機関からの依頼 
があり、受託した。 
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（ⅱ）事業の成果 
ⓐ「平成２２年度川上・川下ネットワーク構 
築事業 
＊航空機産業参入支援事業 
セミナー・勉強会・工場見学等を１４回行 
って、１８３社、２５９名が参加。 
研究会テーマ数が３件、マッチング数が２ 
件であった。 
＊環境・エネルギー産業参入支援事業 
 セミナー・勉強会・現地指導会等を１３回 
行って、１０７社、１１３名が参加。 
 研究会テーマ数が１件、マッチング数が３ 
件であった。 
＊健康・介護産業参入支援事業 
 セミナー・勉強会・現地指導会等を１２回 
行って、１０２社、１０５名が参加。 
 研究会テーマ数が２件、マッチング数が４ 
件であった。 
 
ⓑ「ふるさと雇用再生基金事業（ビジネスコ 
ーディネーター派遣事業）」（ＢＣプロ事 
業） 

 平成２２年度はＢＣプロ事業を事業計画に 
組み入れ、吹田市からの事業委託料を売上 
として計上した。これにより総売上金額が 
１０００万円を超えた。 
 吹田市役所のホームページを充実させて、 
企業情報を円滑にした。 
４名の従業員も２年目に入り、市内の中小 
企業とのコミュニケーションが取れやすく 
なり、吹田市の信頼もあつく、高い評価を 
得ている。 
 
ⓒ「わかやま ものづくり支援アドバイザー事 
業」等 
（財）わかやま産業振興財団の委託事業は、 
KW工業（株）、MK工業(株) 、(有)S社、 

 
 
(株)K 社の４社であるが、双方向連携事業
展開を行って、（財）わかやま産業振興財団の

以 外にも、(財)神戸市産業振興財団でN社、
F 社、中央会で(株)M 社、大阪商工会議所で
NA 社、AR 社等の５社を単年度であるが受
託をした。 

 
２．運営組織の状況に関する事項 
１ 代表理事(理事長)辞任の件 
  寺山浩三理事長が、体調不良のため、

理事長を辞任し理事として在籍をされ

るため、総会後の理事会において、平

成２３年度の理事長を選任する。 
２ 新監事選任の件 
  原田監事より、特定非営利活動法人テ

クノメイトコープ監事の保田
ほ だ

靭宏
ゆきひろ

氏の

推薦があり、総会で選任を行う。 
３ 辞任した役員 
  平成２２年度に辞任された役員は、次

の通りです。 
  副理事長  原田 和夫 
  監事    福島 勤 
  監事    井澤 佑治 
 

３．平成２２年度 収支  （単位：千円） 
（１）収益の部        15,987 
（２）費用の部                15,394 
（３）当期純利益金額             593 
（４）出資配当金金額        62 
（５）次期繰越剰余金        518 

今期は、組合創立後初めて、出資配当

金を計上することができ、確実な発展

の基礎が出来てきた。 
   （富永 安治 記） 
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【事業報告】   

平成２３年度（第７期）事 業 計 画 
平成２３年 １月 １日 ～ 平成２３年１２月３１日 

 
 企業ＯＢの技術集団として、その豊かな経験を活かして、企業の経営、生産、販売、技術、

製品開発など幅広く支援を行っていますが、本年度も、昨年度と同様に、成長を見込まれる

下記の３分野を中心に取組みを進めていきたい。 
①航空機産業参入支援事業 
②環境・エネルギー産業参入支援事業 
③健康・介護産業参入支援事業 
 

１． 具体的には、公共の事業活動とも 
関連して取り組む。 

（１） 戦略的基盤技術高度化支援事業 
（サポイン）などに申請 
昨年、（独）中小企業基盤整備機構（中小機

構）の「平成２２年度川上・川下ネットワーク

構築事業」、に採択されて、取り組んできまし

た。それにより、具体化した案件もあり、それ

を主体に該当企業とより深く連携して、企業の

発展に寄与したい。 
その取り組みとして戦略的基盤技術高度化支

援事業（サポイン）などに申請し、企業の要望を

具体的に実現の方向へ推進していきたい。 
 昨年の上記事業の推進に当り、多くの企業

との関係が出来た。それらの企業訪問を行い、

シーズ、ニーズの確認とそのマッチングと共に、

生産管理、販売管理、製品開発、技術開発、販

路開拓、企業の収益向上などにも取り組んでい

きたい。 
昨年の「平成２２年度川上・川下ネットワー

ク構築事業」に、代わる事業にも挑戦し、今ま

でに培った情報の蓄積が実るように取り組ん

でいきたい。 
事業活動に採択されて活動するには、企業や

大学などとコンソーシアムを組み、幅広くチー

ムを組んで、地域と共に発展する事も配慮して

取り組む必要がある。 
（２）吹田市の「ふるさと雇用再生基金事業

（ビジネスコーディネーター派遣事業）」      

昨年と同様に、吹田市役所と連携して、取り

組む。雇用の促進と共に、企業の発展を図る目

的で始まって、今年で着手して 3年目になる。  
吹田市における企業の実体調査は今年度（～

Ｈ２４／３）で一区切りとなり、終了となる。 
しかし多くの企業のデータが蓄積された。 

企業訪問も多く行い、企業のニーズもかなり明

確になってきた。 
今後は市役所とより一層、連携を深め、企業

の蓄積データを活かすように活動し、企業発展

に寄与したい。 
（３）（財）わかやま産業振興財団の 
「わかやま ものづくり支援アドバイ 
ザー事業」等の事業 

 昨年と同様に、（財）わかやま産業振興財団

と連携して、取り組む。（財）わかやま産業振

興財団とは、数年来の連携である。和歌山の企

業のより一層の発展に寄与するように、企業支

援に協力していきたい。 
２．平成２３年度 収支予算 （単位：千円） 
  （１）収益の部       12,305 
  （２）費用の部              12,291 
  （３）当期純利益金額          14 
３．平成２３年度 新役員 

理事長（新任）：富永 安治  

常務理事：粟野 順二郎 

理事：寺山 浩三、平井 佳紀 佐藤 伸吾 

監事：原田 和夫、（新任）保田 靭宏 

（佐藤 伸吾 記） 
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【活動報告】   
『平成２２年度川上・川下ネットワーク構築事業』活動報告 

 
我々は平成２２年６月、中小企業基盤整備機構が公募した「平成２２年度川上・川下ネ

ットワーク構築事業」（略称：ＫＫプロ）に応募し、全国で１６団体が採択され、そのうち

の１団体が我々の組合である。この８か月間の活動について概要を報告する。 
 

１．ＫＫプロ の概要 

  本事業は、日本の民主党政権が掲げる①地

球温暖化対策、②国民の健康問題、そして近

畿経済産業局が主宰する③「関西国際航空機

市場参入支援事業」に呼応して、我々近畿産

業技術クラスター協同組合（略称：ＫＳＴＣ）

は、航空機産業、環境・エネルギー産業、健

康・介護産業の３分野にわたり、新しく参入

を希望する川上中小企業と川下大企業とが

お互いのシーズ、ニーズを共有できる「川

上・川下ネットワーク」を構築して、中小企

業を元気にし、日本経済を押し上げることを

目的とする。 

 
 
２．事業内容及び実施方法  

当組合（ＫＳＴＣ）では、①航空機産業関係

の取組みをＡ（エアロ）プロ、②環境・エネル

ギー関係の取組みをＥ（エコ）プロ、③健康・ 
介護関係の取組みをＲ（ロボ）プロの３つの分

野で活動・展開することにした。 
 ここ２年間の企業調査活動で知り得た川上

企業は、Ａプロ：１８０社、Ｅプロ：２０社、 
Ｒプロ：３０社である。 
 

 エアロ・ジョイントコーディネーター（ＡＪ

Ｃ）、エコ・ジョイントコーディネーター（Ｅ

ＪＣ）、ロボ・ジョイントコーディネーター（Ｒ

ＪＣ）を介して、関係分野毎に川下企業とコー

ディネートできる組織化を図り、ここが中心と

なって、潜在的なマーケットニーズ、潜在的な

技術シーズを顕在化して、川上・川下ネットワ

ークを構築し、ビジネスマッチングに結びつけ

るものである。 （左図参照） 
 
 そのために、セミナー、組織化、商談会・交

流会、部会・研究会、現地指導会及び工場見学

会などのフォーラムを通じて、川上企業と川下

企業をマッチングに結びつける。 
 なお、この活動期間は、平成２２年６月２５

日から平成２３年２月１８日までの約８か月

間である。 
次ページよりＡプロ、Ｅプロ、Ｒプロの順

でその詳細を述べる。 
            （粟野順二郎 記） 
 
 
Ａプロ：ＫＨＩ明石工場見学会で 
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【活動報告】   
『平成２２年度川上・川下ネットワーク構築事業』Ａプロの活動報告 

 
近畿経済産業局が主宰する『関西国際航空機市場参入支援事業』に呼応して始まった航

空機産業参入支援事業がＡプロである。川下企業として、航空機本体の三菱重工業㈱（Ｍ

ＨＩ）、アビオニクス関係でパナソニック㈱があげられるが、これらの企業に如何にしてマ

ッチングさせるかがＡプロの活動といえる。 
 

１．１ Ａプロの事業実績 

 Ａプロにかかわる事業実績を順次説明する。 

（１）フォーラム開催実績 

①内部検討会； 
ＫＫプロ幹事会：Ａプロを含めてＫＫプロと

しての行事について事前に打ち合わせし準

備する会議は、合計１６回実施した。 
Ａプロ幹事会：Ａプロだけの打ち合わせは、

合計３回実施した。 
②外部イベント； 
・川崎重工業㈱岐阜工場見学：航空機部分の組

み立てや部品加工の工場を見学した。 
・川崎重工業㈱明石工場見学：航空機エンジン

の部品加工・組み立ての工場を見学した。 
 

 

 
・現地指導会：ＭＨＩ―ＯＢによる現地指導会

を募集したところ１１社の申し込みがあっ

た。このうち８社に絞って現地指導会を実施

した。 
・Ｍｇ合金の開発をやっている会社の現地指導

会で、ＭＨＩ－ＯＢからこの合金は耐熱性が

あり、軽量だからヘリコプターに使えそうな

ので紹介すると提案頂いた。 
・電動工具を製造している会社には、航空機の 
 狭い翼内で作業するのに超軽量電動工具が

必須ということで、即開発を要請された。 
・航空機産業に参入するには、技術の厳しさ・

むずかしさ・多額の投資を要するので率直 
 悩んでいる経営者が多いことが分かった。 
（２）セミナー・勉強会の開催実績 
①オープニングセミナーでＫＫプロの概要説

明や、Ａプロ・Ｅプロ・Ｒプロの代表的な川

下企業に現状と課題をお話いただいた。 
②航空機産業参入支援セミナーとして３回 
・航空機の仕組み勉強会 
・航空機の機体とエンジン材料及びＣＦＲＴ複

合材料について 
・航空機産業参入の実態ほか 
・部会・研究会＆組織化検討会 
 『超環境型 新航空輸送システムへの研究開
発構想』：ＭＨＩ－ＯＢ野田さんの「ほら話」 

 『川下企業に航空機部品・装備品を納入する

にはどうしたら良いか?』 
 
写真はＭＨＩ－ＯＢ野田新見さん 
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（３）交流会開催実績 
・アビオニクス関係部品に参入 
 パナソニック㈱が示したニーズ（３部品）に

ついて、これまでのフォーラムに参加した企

業の技術シーズと照らし合わせ、各部品３社

ずつを一覧表にし、そこから最適と思われる

企業をＰ社に選別してもらい、マッチングに

向けて交流した。 
（４）シーズ・ニーズ調査 
・ＫＫプロが始まる前に調べたシーズ調査資料

を基に、２７社を選んで企業の強み・課題・

オンリーワン技術などを調べた。 
・アビオニクス関連ニーズ部品・材料調査： 
 ①難燃性キャビネット成型 ②アルミニウ

ムの薄板加工（ヒートシンク用）③ＳＵＳ 
 特殊ネジ 
・ＭＨＩのニーズ情報： 
 ＭＨＩ－ＯＢのセミナー講演の中で明らか

にされた情報から ①難燃性電線 ②難燃

性成型部品他 
（５）販路開拓実績（展示会や商談会など） 
 実績なし 
（６）ジョイントコーディネーターの配置 
ＡＪＣとして、三原 炭田 富永 粟野が担

当したが、途中、前２者が家庭の事情で抜け

られた。富永 粟野でＭＨＩ―ＯＢやパナソ

ニックを動かしマッチングに結び付けた。 
 
１．２ Ａプロ本事業の実施結果及び評価 
（１）成果 
①研究テーマ 
「日本固有の超環境型新航空運輸システム

への研究開発構想」をＭＨＩ－ＯＢの野田新

見氏から引き出したこと。（右図：イラスト） 
②組織化テーマ 
 「川下企業に航空機部品・装備品を納入する

にはどうしたら良いか？」についても明確に 
 ＭＨＩ－ＯＢの野田さんから提案頂いたこ

と。 
③アビオニクス関連のマッチング２件 
④現地指導会で研究テーマアップが２件 
 １つはＭｇ合金 ２つ目は超軽量化した電

動工具の開発である。 
野田さんの提案：「超環境型新航空運輸システ

ムへの研究開発構想」イラスト 

 
 
 
（２）評価  
当初のＡプロの目標は、 
 １）研究・開発テーマは １件 
 ２）マッチングは ５件と決めていた。 
実績は 
 １）研究・開発テーマは ３件 
 ２）マッチングは ２件となった。 
 
（３）今後の取組 
 １）研究・開発テーマ３件の実現に向けて 
  ①「日本固有の超環境型新航空運輸システ

ムへの研究開発構想」は内閣府関係省庁

に働きかける。 
  ②Ｍｇ合金や超軽量化した電動工具の開

発はサポインを指導していきたい。 
 ２）マッチングの２件は、実現に向けてフォ

ローしていきたい。 
 
            （粟野順二郎 記） 
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２．『平成２２年度川上・川下ネットワー

ク構築事業』環境・エネルギー分野（Eプロ）
の活動報告 
本分野では、太陽光発電・スマートグリッド

など多岐に亘る技術・システム・製品が開発さ

れ多くは実証試験中である。その技術・製品は、

電力・ガス・水供給、建築・土木、電気機器、

照明、情報・制御、材料と、広範囲のシステム

化と応用により達成されていく。 
 発展中の本分野において、川上企業の新事

業・新製品開発や販路拡大を目指すネットワー

ク構築を図るために、H22 年度は下図に示す
活動を実施した。 
２．１ セミナー・勉強会・見学会 
 川上企業が本分野の動向やニーズを知って、

自己の技術・製品の可能性と方向性を探るべく、

エネルギー総合工学研究所などの有識者、竹中

工務店など川下・川中企業の方々を講師に迎え、

セミナーや勉強会を８回開催した。本分野と健

康・介護分野とは適用技術が重なることも多く、

内３回は両プロ共催とした。 
 加えて、実証試験の概要や省エネ設備の実態

を知るため、三菱電機㈱先端技術総合研究所と

梅田スカイビルを見学させていただいた。 
２．２ シーズ・ニーズ調査 

 連携している大阪商工会議所主催『MoTTo
省エネ・創エネ大阪フォーラム』、『大阪勧業展』 

や川下企業主催の展示会・セミナーにメンバー 
を派遣すると共に、川上・川中企業訪問による

シーズ・ニーズ調査を 16件実施した。 
２．３ 川上企業への活動支援 

 ジョイント・コーディネータや専門家による

支援希望５社の個別シーズ調査や強み・弱みの

ブラシュアップ活動支援、大阪 ESCO 協会理事

による技術・製品開発指導会や交流会を実施し、

具体的商談マッチングが１件成立した。 

また、交流会を通じ、エコ・メディカル建材

を川上企業同士が共同研究・共同開発しようと

いう可能性が今後検討されることになった。 

２．４ 活動の評価と今後の期待 

 本分野の川下企業技術・製品はまだ実証中が

多く発展途上で、秘密保持もあり具体的商談が

出難く、川上企業もニーズを充分掴み切れず、  

自社の技術・製品のブラシュアップ方向を探り、

これから強みを発揮しようという段階には差

し掛かったが、当プロとして実質活動８カ月で

ネットワーク構築化までには至らなかった。 

 東北・関東大震災の影響で、更に省エネ機運

は高まると考えられ、国の施策が不明確な段階

ではあるが、当プロも大阪 ESCO 協会との連携、

吹田貨物ヤード跡地『エコ・メディカル構想』

などを通じ、川上企業への支援とネットワーク

構築への活動を継続していきたい。 

（村岡 隆 記）

 

環 境 ・エ ネ ル ギ ー 分 野 （Ｅプ ロ ）の 活 動 概 要
川
上
企
業
（部
品
・部
材
、
機
器
・組
立
・試
験
企
業
）

川
下
企
業
（シ
ス
テ
ム
・設
備
・機
器
大
手
企
業
）

川 中 企業 （建 築 ・工 務 店 、設 備 ・エ ン ジ ニ ア リング 企 業 ）

セ ミナ ー ・勉 強 会 ＆ 見 学 会
１ ）Ｚ ｅ ｒｏ Ｅ ｍ ｉｓ ｓ ｏ ｎ Ｂ ｕ ｉｌｄ ｉｎ ｇ （ 9 /1 3）
２ ）ス マ ー トグ リ ッドに よ る Z E B  実 現 に向 け て （ 9 /1 7）
３ ）ス マ ー トグ リ ッド と その 検 証 設 備 （ 1 1 /2 4 ）
４ ）Ｅ ・Ｒ分 野 の エ レ ク トロ ニ ク ス 勉 強 会 （ 1 2 /1 3）
５ ）ス マ ー トシ テ ィ・ハ ウ ス の ニー ズ 勉 強 会 （ 1 2 /1 7）
６ ）Ｅ ・Ｒ分 野 の セ ン サ ー 関 係 勉 強 会 （ 1 /2 1）
７ ）パ ワ ー エ レ ク トロ ニ クス と ２次 電 池 勉 強 会 （ 2 /2）
８ ）Ｅ ・Ｒ分 野 の 材 料 勉 強 会 （ 2 /7 ）

シ ス テム ・機 器 を知 り 、
自 己 の 技 術 ・製 品 の
可 能 性 ・方 向 性 を 探 る

講 師 派 遣
ニ ー ズ 発 表

商 談 交 流 会
具体 的 マ ッチ ン グ １件

ジ ョ イ ン ト コ ー デ ィ ネ ー タ

シ ー ズ ・ニ ー ズ の マ ッチ ン グ

各 分 野 ・各 社 の
シ ー ズ ・ニ ー ズ 調 査

1６件 の 各 種 セ ミナ ー
川 下 企 業 ヒ ア リン グ

J C と専 門 家 に よ る
現 地 指 導 会 ４回

マ ッチ ン グ と商 談 講 師 派 遣
ニー ズ 発 表

近 畿 産 業 技 術 クラ ス ター 協 同 組 合

大 阪 商 工 会 議 所
大 阪 E S C O協 会

K Kプ ロ 幹 事 会
Eプ ロ 幹 事 会

E ・R合 同 幹 事 会

技 術 ・製 品 開 発
指 導 会
（２ /１８ ）

連 携

吹 田 エ コ ・メデ ィカル
構 想 の 調 査
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３．『平成２２年度川上・川下ネットワーク構

築事業』健康・介護福祉機器分野（Rプロ）の

活動報告 

65歳以上の高齢者内、約 495万人(2010年 
9 月)が介護保険で要介護・要支援の認定を受
けており、多くは歩行困難・転倒など「移動困

難者」の側面を併せ持っている。一方、ヘルパ

ーなど介護者の慢性的不足及び、介護者の腰痛 
など肉体的苦痛(力仕事)からの解放を求める
声が、施設介護現場で強く望まれている。 
 実際の介護作業を考えてみると、一旦座って

から移動することが多い。すなわち、①ベッド

に寝た姿勢(臥床)⇔②ベッド横に座った姿勢
(座位)⇔③車イスに移る(移乗)の中で、①と②
の間では、「抱えて起こす」作業が、②と③の

間では「脇を支えてお尻を挙げる」作業が必要

であり、この作業が力仕事であり腰痛の危険性

が高まることは容易に理解できる。 
 今回の Rプロでは、こうした課題を解決す 
べく、介助用標準型手動車いすをベースに、移

動・移乗を容易に行える機能を付加した改良開

発を目的として各種活動を開始した。 
 Rプロ全体活動は、下記に示す通りである。 
３．１ セミナー・勉強会 
 本事業の川下企業は、特養などの施設介護 
であると同時に、車イスなど介護福祉機器製造 
メーカーであるので、これらの施設あるいは、 
介護福祉機器・ロボット製造メーカー、または 
ボランティアで介護活動の体験がある有識者 
 
 
 
 
 
 
 

 
から、生のニーズを聞かせていただく機会を 
設けた。また、介護福祉機器の素材として金属 
及び樹脂が考えられるので、製造方法・特性な

ど、更にセンサの原理・特徴・用途など 
基礎的な勉強会なども実施した。 
３．２ シーズ調査 

 共同体を結成してものづくりを進めるには

シーズ企業の調査も重要であり、金属・樹脂・

金型・板金・切削・抗菌・表面処理・熱処理・

臭気やにおい対策などの技術を保有する川上

企業を訪問して 27件の状況調査を実施した。 
３．３ 川上企業への活動支援 

 ジョイント・コーディネータや専門家による

支援希望 4社と交流会を実施し、具体的商談マ

ッチングが 3件成立した。 

３．４ 活動の評価と今後の期待 

 ニーズ側代表者として車イスなど介護福祉 

機器製造メーカー、介護施設、介護者の教育機

関、シーズ側である各種ものづくり企業、圧力

センサなどを研究開発されている大学と企業、

それに当組合などを含んだ介護福祉機器開発

ネットワークをなんとか構築することが出来

た。今後はこのコンソーシアムを効率よく作動

させ、「コンパクト・簡単操作・メンテナンス

フリー・低コスト」をコンセプトとする介護福 

祉機器の実用化にまい進する所存である。 

（近藤 穆 記） 
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【活動報告】   
わかやま「Ｓ社」支援アドバイザー活動報告 

 
昨年度、８月に「財団法人わかやま産業振興財団」より、平成２２年度ものづくり支援

アドバイザー事業として、Ｓ社の『高級ボタンの生産性向上』活動を実施したので、これ

までの活動経過を報告する。 
 
１．有限会社 Ｓ社 の概要 

事業概要 ： 高級ボタンの製造 
従業員数 ： 約 18名  
所在地  ： 和歌山県西牟婁郡 

２．課題内容  

 長年色々な生産に対する課題が出て、その都

度課題対応してきたが、明確な生産性向上には

至らなかった。 
今回は不良原因を調査し、生産工程を見直す

ことにより、高級ボタン生産性向上への対策を 
打つことにした。 
３．現状調査  

１）課題原因の調査 
 Ｃｕメッキのフクレの原因は？ 

 
水の残留にあるようだと推定 

２）現状製造工程条件の見直し 
 ①Ｚｎダイキャスト 
 ②バレル処理       水分 
 ③熱処理         水分 
 ④各種Ｃｕメッキ     水分 
 ⑤脱水乾燥        水分 
 ⑥下塗り・本塗り 
 ⑦乾燥 
 

各種メッキ工程 と 脱水乾燥工程 
                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．対策 

・メッキ後の脱水乾燥増強する。 
・箱型乾燥機の乾燥徹底する。 
・最終メッキ工程の安定化する。 
・洗浄籠の金網の樹脂コーテイング補強する。 
５．成果とまとめ 

・課題原 因は水の残留にあった。 
・生産性は、１２０％の向上となり、 
生産性向上金額は、約１０００万円／年 

６．今後の展開 

・対策を他品種に展開する！ 
・その他の課題解決を！ 
特に、きめ細かい工程条件を管理する。 
         （平井・粟野 記） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆近畿産業技術クラスター協同組合◆ 
（テラテックコンサルタント） 

 

〒564-0032 

大阪府吹田市内本町２－７－１２  

TEL： （06） 6317-2439 

FAX： （06） 6317-0579 

E メール： info@kstc.jp 

URL：www.kstc.jp （新ホームページ） 

 

※新ホームページが完成しました。ぜひご覧ください。 

■アクセス 

JR 吹田駅下車 → 南東の内本町コミュニティーセンターを南へ(徒歩 10分) 

阪急吹田駅下車→メイン通路を南東へ、トヨタ自動車販売店を東北へ(徒歩 15分)  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺山南楊氏作品 

南北墨画会常任理事 
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